
地震だ！　まず身の安全
大きな揺れを感じたり、緊急地震速報を受けたら、姿勢を低くし、頭を守り、揺れがおさまる
まで待ちましょう。

大揺れがおさまった
台所やストーブなど火の始末をしましょう。避難の時は、ガスの元栓を閉め、可能な場合
は、電気ブレーカーを下ろしましょう。

火の始末のあと
家族の身の安全を確認、確保し、災害情報、避難情報を入手しましょう。また、避難可能な
出口も確保しましょう。

外に出たあと
家の家具の下敷きになった人の救出や、消火活動を隣近所で協力して行いましょう。

避難後、数日間
地震発生後の数日間は、水、食料に加え、電気などの供給が途絶えます。この間、日頃か
ら、生活必需品(非常用品)を準備し、自分でしのげるようにしておきましょう。

●その場に立ち止まらず、窓ガラス、看板などの落下物から頭をカバン
などで保護して、空き地や公園などの安全な場所に避難する。
●近くに空き地などがないときは、周囲の状況を冷静に判断して、建物
から離れた安全性の高い場所へ移動する。

●ブロック塀や自動販売機などには近づかない。
●倒れそうな電柱や垂れ下がった電線に注意する。

地震対策について

●揺れを感じたら、身の安全を確保する。
●揺れがおさまったら火の確認はすみやかに（コンセントやガスの元栓
の処置も忘れずに)。
●乳幼児や病人、高齢者など要支援者の安全を確保する。
●ガラスの破片などでケガをする場合があるので、裸足で歩き回らない。

半日～3日

10分～半日

５～10分

２～５分

 （出典： 内閣府　大規模地震に備えるための家庭での停電対策について より）

備え①　安全に避難するためには 備え②　災害情報を確保するためには

懐中電灯と足元
灯とを兼ね、停
電や地震が起き
た時に自動的に
点灯するタイプ
が有効です。

足元灯の設置が
難しい階段など
には、蓄光テー
プが効果的です。

夜間の場合、出口がわからない、床の段差やガラスの破片が見えないなど、
とても危険です。
リビングや寝室などに懐中電灯や足元灯を
備えましょう。

インターネットや携帯電話などを利用できないおそれがあり、情報を得る
ことが困難になります。
ラジオや予備の電池を常備しておきましょう。

手動で充電できるラジオもあります

停電時、屋内で救助を
待つ場合や屋内での
避難生活に備えて

家庭用医療機器等については必
要な予備バッテリーを備え、停
電時の電源の切り替え手順などを
確認しておくことも必要です。

●ハンドルをしっかりと握り、徐々にスピードを落とし、緊急車両等の通
行スペースを確保し、道路の左側に止め、エンジンを切る。
●揺れがおさまるまで冷静に周囲の状況を確認して、カーラジオで情報
を収集する。
●避難が必要な時は、キーはつけたまま、ドアロックもしない。車検証な
どの貴重品を忘れずに持ち出し、徒歩で避難する。

●カバンなどで頭を保護し、ショーウィンドウや商品などから離れる。
柱や壁ぎわに身を寄せ、係員の指示を聞き、落ち着いた行動をとる。

●ドアや窓を開けて避難口を確保する。
●避難にエレベーターは絶対に使わない。炎と煙に巻き込まれないよ
うに階段を使って避難する。
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土砂災害は突発性が高く、甚大な被害をもたらします。
上記の前兆現象は、経験則として土砂災害発生の前に感じられるものとして知られていますが、特に警戒区域内においては避難の猶予が
ほとんどないものと考え、「様子がおかしい」と感じたら、ただちに避難行動をとってください。

土砂災害防止法に基づき、都道府県は調査を実施し、土砂災害のおそれのある区域を以下の通り指定しています。

土砂災害警戒区域内、また指定が無くとも
「谷の出口」や「がけの下」からは、いち早く
退避する。

指定避難所までの移動が困難な際は、
近隣の堅牢な建物の高層階へ避難する。

土砂災害について

建築物に破損が生じ、住民に著しい危害が
生じるおそれがある区域土砂災害　特別警戒区域(レッドゾーン)

土砂災害のおそれがある区域土砂災害　警戒区域(イエローゾーン)

※上記は一般的な前兆現象です。すべての場合において必ず起きるというものではありませんが、ふだんと違い、少しでも身に危険を感じたら避難するようにしましょう。

斜面の一部あるいは全部が、地下水の影響
と重力によってゆっくりと斜面下方に移動
する現象のことをいいます。一般的に移動
土塊量が大きいため、甚大な被害を及ぼし
ます。また一旦動き出すと、これを完全に停
止させることは非常に困難です。

山腹・谷底の石や土砂が長雨や集中豪雨
などによって一気に下流へと押し流される
ことをいいます。その流れの速さは規模に
よって異なりますが、時速２０～４０㎞という
速度で一瞬のうちに人家や畑などを壊滅
させてしまいます。

地面にしみ込んだ水分が土の抵抗力を弱
め、雨や地震などの影響によって急激に斜
面が崩れ落ちることをいいます。がけ崩れ
は突然起きるため、人家の近くで起きると
逃げ遅れる人も多く、被害者の割合も高く
なっています。

外出にも危険が伴う状況で、
やむなく自宅に留まる場合は、２階以上の
出来るだけ山側から離れた部屋に移動する。


